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行事名 全体研修会（尼崎再発見№３） 

日 時 10 月１日（水） 場 所 中央公民館 参加者数 30 名 

内 容 講演 「尼崎の歴史と養蜂の取り組み」 

講師 尼崎鉄工団地協同組合 理事長 西村 善明 氏 

「21 世紀の森構想」に賛同した尼崎鉄工団地のすき間緑化から緑花の取り組み 

 ＊銀座３丁目ビル屋上での養蜂を参考にし、平成 22 年度工場の屋上に巣箱２箱を設置 

 ⇒ 平成 26年度巣箱６箱  

＊“尼みつ”とネーミングして販売 ⇒ メイドインアマガサキコンペ認証 

⇒ 各メディアでも多数取り上げられる。 

≪尼崎市の歴史≫ 

尼崎は、武庫川と猪名川が氾濫を繰り返してできた土地。稲作には適さず綿花や葦 

が育っていた。豊臣政権の頃は、京都と瀬戸内海をつなぐ要所となり運河が発達。 

御所に献上する梅や橘の栽培が始まり、神社・寺の建築に使われる四国からの杉等 

の材木は「おおもの＝大物」と呼ばれ、今の大物にその名を残す。五合橋は、橋を 

作る人夫ひとり当たりの手当てが米５合だったことから名づけられた。 

☆各家庭で、植木やガーデニングを楽しむ小さな取り組みも 

「21 世紀の森構想」につながる。21 世紀の森へ足を運んでみましょう！ 

 

 

発  行 

一般社団法人 

 尼崎市手をつなぐ育成会 
〒660-0893 

尼崎市西難波町２－３－１０ 

TEL 6419-3897 FAX 6419-3899 

E-mail：ikuseikai.ama@y3.dion.ne.jp 

平成 27年 1月 110号 

明けましておめでとうございます。未（乙未き

のとひつじ）年の新春をご健勝でお迎えのこと

とお慶びいたします。昨年中は育成会の諸行事

にご参加、ご協力いただき有り難うございまし

た。今年も昨年同様、どうぞよろしくお願いい

たします。一般社団法人は、会員の皆様で成り

立っていますので、たくさんの声をお待ちして

います。 

土と芽だより  



 2 

行事名 第３回心障連役員会 

日 時 10 月９日（木） 場 所 かがやき（七松） 

内 容 １．市民福祉のつどい‥ 11 月８日 (土) 橘公園噴水広場 実行委員会の報告 

２．父と母の学校 

  12 月５日（金）10 時 30 分～12 時 場所 中央公民館 大ホール 

講師 本庄 典子 氏 演題「幸せ脳が健康と美しさを作る」 

３．成人式・還暦祝と新年おめでとう会 

平成 27 年 1月 11 日 (日) プログラム広告依頼、市報掲載、後援依頼 他  

４．その他 ‥ スポーツ大会の反省 

行事名 心障連 父と母の学校 

日 時 12 月５日（金） 場 所 尼崎市立中央公民館 参加者数 27 名 

内 容 講演 「幸せ脳が健康と美しさを作る」 

講師 ㈱ライフクリエーター 本庄 典子 氏 

 ＊予防医学に基づくセルフケア・流派やポーズにこだわらない新スタイルヨガの実践 

 ＊福成会あいあい潮江分場や育成会地域活動支援センターかがやきでの活動を紹介 

行事名 全体研修会 

日 時 12月 13日（金） 場 所 尼崎市総合文化センター 参加者数 30 名 

内 容 講演 「生きづらさを抱える子ども達への理解と支援について」 

講師 特別支援教育 SV・学校心理士・臨床発達心理士 

          プール学院大学准教授 松久 眞実 氏 

発達障害 … 見る力・聞く力・行動面(社会性・こだわり)・言語、コミュニケーションに

困難のある人たち 

自閉症スペクトラム障害 … 価値観が、異文化の世界のように大きく違う 

・自閉症スペクトラム障害の特徴 ・支援のポイントプラスの特性 

 ・行動面(多動・衝動性)に困難のある人たち 

ADHD … 自己コントロール力に問題がある 

・ADHD の 3 つの特徴 ・教室にいるADHD周辺の子ども 

・実行機能の障害 ・支援のポイント(理解と支援で個性になる) 

・ADHD のプラスの特性 

学習障害とは … 基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く 

計算する、又は推論する能力のうち、特定のものの習得と使用に著しい

困難を示す様々な状態 

・二次障害を防ぐ  

行事名 第４回心障連役員会 

日 時 12 月 18 日（木） 場 所 かがやき（七松） 

内 容 １．父と母の学校の報告 

  ・参加者‥来賓：27 名、肢体：13 名、合計：50 名                                               

  ・決算報告 感想  

２．成人式・還暦祝と新年おめでとう会 

・平成 27 年 1 月 11日 (日) 

・予算、賛助公告、役割分担、準備物、ポスター配布 他  

３．その他 － 市民福祉のつどいの反省 

 

 



 3 

 

 

 

 

行事名 県知的障害者福祉大会 

日 時 10月24日（金） 場 所 太子町立文化会館(あすかホール) 参加者数 59 名 

内 容 テーマ「安心と自立を支える地域福祉をめざして」 

講演 「共に暮らす地域社会に向けて」 

講師 社会福祉法人 森と木 総括センター長 岸田 隆 氏 

シンポジウム「通所での取り組みについて」 

 シンポジスト 生活介護事業所あすか 相談支援専門員 岡本   功 氏 

        いねいぶる          理事長 宮崎 宏興 氏 

        すずかけ作業所   サービス管理責任者 松永 康司 氏 

 コーディネーター                  岸田   隆 氏 

行事名 県権利擁護部会 

日 時 11 月７日（金） 場 所 県福祉センター 参加者数 ４名 

内 容 講演 「家族支援・理解・啓発活動」 

講師 広島県手をつなぐ育成会 ひろしまあび隊 隊長 金子 麻由美 氏 

≪「あび隊」とは？≫ ＊あび … 広島県の県鳥 

・わかりやすく、楽しく参加できる知的障害擬似体験を通して、 

知的障害者(児)に対する正しい理解を広める活動。 

≪あび隊メンバー≫ 

  ・広島県手をつなぐ育成会 金子麻由美以下 32 名 

（小学生～成人までの保護者） 

≪受講対象者≫ 

  ・一般市民、教員、児童・生徒・学生、ボランティア、福祉関係者など 

   （対象や年齢などによって、プログラムは変化） 

≪活動状況≫ 

  ・H24年６月８日～H26 年３月 31 日現在まで 

「あび隊」出動回数 56 ヶ所、「知的障害者理解」講師派遣回数 15回  

計：71 回、受講者数：3,343 名、派遣隊員延べ：314 名 

≪あび隊メニュー≫ 

・知的障害者擬似体験 プログラムあび王国へようこそ 15分 

・絵にしてみよう ５分～15 分  ・知的障害者理解 10分～30 分 

・その他 30 分位 

   地域の親の思い、対象者へのお願い（例：公共交通機関・警察・公共施設職員など） 

・質問コーナー ５分位 

≪活動を通して隊員からの感想≫ 

☆活動を始めて２年、多くの団体や組織からの出演依頼がある。 

☆知的障害のことを誰もわかっていないと、親同士で愚痴を言いながら、誰かがしてくれ

るのを待っているよりは、できることから活動することの大切さがよくわかった。 

☆小学校の総合学習への派遣では、私たちが思う以上に真剣に学習する姿を見ることがで

きた。今後も小学校向けのよりわかり易いプログラム作りを目指していきたい。 

ボクが 
あびです 



 4 

行事名 阪神地区手をつなぐ育成会連絡協議会 

日 時 11月12日（水） 場 所 三田市総合福祉保健センター 参加者数 ３名 

内 容 １．県育成会からの情報 

① 県大会について 

・ 三田市(阪神地区研修会の助成金)からの寄付金でコンテナを 37 個購入し、資料

詰めが手際良くできた(今まではダンボールをかき集めていた)  

・高校生の司会が新鮮だった。 

② 行事報告 

 その他 

・各市より広島市のあび隊の啓発活動を行いたいという 

希望があるので、どんどん広げてほしい。 

２．各市町情報交換 … 活動報告と予定 

３．阪神地区保護者研修会の反省 

４．その他 （意見） 

・ 県下各地遠方から参加するので、県大会の終了時間を 14時 30 分にしてほしい。 

 

行事名 県地域生活・就労支援部会 

日 時 12月 10日（水） 場 所 県福祉センター 参加者数 ２名 

内 容 講演 「企業で働くために家庭でできること」 

講師 社会福祉法人福成会 

尼崎市立障害者就労・生活支援センターみのり 柏原 敏昭 氏 

・尼崎市立障害者就労・生活支援センターみのりの概要   

・尼崎市の知的障害者が利用できる就労支援期間 

・知的障害をもつ方の新規登録の推移 

・就労している方の勤務状況   ・業務内容から分析する 

・分析内容から日常に      ・前提として必要なことは     

・希望と適正          ・事例で考える 

・困っていること、困ったこと  ・良かったこと、助かったこと 

 

 

地区懇談会のご案内 

 26 年度第 2 回目の地区懇談会を下記の日程で行います。1 部は成年後見人について、また相続・

遺言、保険・年金、税金についてなど事前に質問のあった事柄について専門家の方をお招きし説明し

ていただきます。個別の相談もできますが、まずは地区懇談会にご出席頂きお話をお聞きください。

2 部では地域の民生委員さんとの交流を予定しています。困ったときや災害時にご近所とのつながり

は大切です。その後尼崎市の自立支援協議会あまっこ部会が作成したあまっこファイルの説明を行い

ます。今回の地区懇談会は、盛りだくさんで大切な内容になっていますのでたくさんの方のご参加を

お待ちしています。 
 

内 容 地 区 日程（10;00～12;00） 場 所 

① 成年後見人制度について（約 1 時間） 

② 民生委員さんとの交流（約 1 時間） 

③ その他 

中央・大庄 2／16（月） 大庄地区会館 

小田・園田 2／5（木） 小田公民館 

立花・武庫 2／13（金） 女性センタートレピエ 
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★第 27 回理事会 10 月 17 日 

１．中間決算について（別紙） 

寄附金支出のＧＨ入居一時金は、補正の時に福祉教育等事業費に振替予定。 

２．選考委員会について … 8 名選出 

３．地域活動支援センターかがやき（七松）について 

現在尼崎市は公有財産についての見直しを行っているが、かがやき（七松）も対象になっており次年度

より家賃が発生する。継続してかがやき（七松）借りるかどうかを審議 →継続することを承認 

４．その他 

・再入会 … 2 人 

・JR 塚口駅西側にエレベーター設置を求める申し入れ書（尼崎市内障害者関連団体連絡会） 

⇒ 育成会の連名 承認 

 

★第 28 回理事会 12 月 12 日 

１．地区懇談会について 

議題 ① 成年後見制度について、② 民生委員との交流、③ あまっこファイルの説明                   

２．選考委員会報告 

３．その他 

県育成会費の改定 … 年会費額 1,200 円 → 2,000 円 地区会費 20,000 円（変更なし）       

平成 27 年度会費（尼崎市） @2,000×426 名(平成 26 年４月１日会員数)＋20,000＝872,000 円                                    

 

 

 

 

 

 

月 日 曜日 行    事 月 日 曜日 行    事 

10/１ 水 全体研修会(尼崎再発見“尼崎の歴史と養蜂”) 11/23 日 まつばフェート 

自立支援協議会全体会 11/24 月・祝 知的障害者ガイドヘルパー養成講座 

10/２ 木 自立支援協議会くらし部会 11/27 木 自立支援協議会くらし部会全体会 

10/３ 金 自立支援協議会ガイドライン部会 成年期 県広域防災センター見学会 

10/８・９ 水・木 中間監査 社会保障審議会障害者福祉等専門分科会 

10/９ 木 心障連役員会 11/29 土 県芸術・文化祭 

10/10 金 阪神地区保護者研修会(三田市) 11/30 日 トラの会全体会(カラオケ) 

10/12 日 フェスタ GODO 12/1 月 あまっこファイル書き方説明会 

10/17 金 理事会 12/２ 火 選考委員会 

10/28 火 社会保障審議会障害者福祉等専門分科会題３部会 12/４ 木 A プロジェクト委員会チームⅢ 

10/30 木 尼崎市戦没者追悼式 12/５ 金 心障連父と母の学校 

11/３ 月・祝 知的障害者ガイドヘルパー養成講座 12/10 水 県地域生活・就労支援部会 

11/６ 木 社会保障審議会障害者福祉等専門分科会題１部会 12/11 木 成年期積水ハウス納得工房見学会 

11/７ 金 県権利擁護部会 12/12 金 理事会 

11/８ 土 市民福祉のつどいバザー 12/13 土 講演会(松久眞実氏) 

11/９ 日 清流園祭 12/15 月 自立支援協議会あまっこ部会 

11/12 水 阪神地区連絡協議会 12/16 火 かがやきクリスマス会 

11/14 金 自立支援協議会ガイドライン部会 12/17 水 Ａプロ委員会チームⅡ 

11/17 月 自立支援協議会あまっこ部会 12/18 木 心障連役員会 

11/18 火 市への要望書回答 12/25 木 社会保障審議会障害福祉等専門分科会 

11/20 木 A プロジェクト委員会チームⅠ    

11/21 金 社会保障審議会障害者福祉等専門分科会題１部会    
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平成２6 年度尼崎市へ要望書を提出しました。回答は以下のとおりです。  

 11 月 18 日（火） 育成会事務所にて 

 

１．尼崎市内に地域生活支援拠点整備型施設の建設 

  ＊高齢化、医療ケアに対応し、ショートステイや相談支援を併設した施設 

総合支援法の附帯決議に示されているように、H29 年度までに市内に１ケ所設置予定。 

     新設だけでなく既存の施設でも良い。障害福祉計画に載せる予定。 

１．幼児期から成人期にわたる生涯サポート体制の確立 

  ・保育所等訪問支援の充実  ・相談支援事業の充実 

訪問支援は H25年開始。 

H26 年度は職員２名配置。保育所・幼稚園・児童ホーム・小学校へ派遣。 

     基幹型相談支援事業所の設置検討中。 

１．知的障害児に対する教育効果が高まるような方策を 

・特別支援学級にタブレット端末の導入 ・特別支援教育コーディネーターの活用 

タブレット端末の有効性を認識。小学校・中学校に順次導入。 

     各学校に特別支援教育コーディネーターを配置。 

１．尼崎市成年後見等支援センターの活用 

・   ＊社会福祉協議会に委託 

１．公共機関に特例子会社のような部署を設置 

・   ＊障害者法定雇用率は達成している。 

１．災害時における知的障害児・者への適切な対応 

福祉避難所６ヶ所設置。今後も増やすよう検討中。防災ハンドブックを全戸配布予定。 

     防災行政無線個別受信機を保育所や福祉施設に配布予定。防災出前講座実施中。 

１．入所施設利用者が一時帰宅中に移動支援の利用を可能に 

＊自立支援協議会ガイドライン部会で検討中。 

１．選挙における知的障害者への合理的配慮 

   ＊代理投票できることを職員に周知徹底。選挙管理委員会へ有権者への周知を働きかける。 

回答⇒ 

回答⇒ 

回答⇒ 

回答⇒ 

回答⇒ 

回答⇒ 

回答⇒ 

回答⇒ 

‥‥ 訃 報 ‥‥ 
10 月 眞殿之暉さん あいあいの眞殿和之さんのお父様 

11 月 清流園の水尾素子さん、水尾勝昭さん、水尾良子さん  

12 月 濱崎繁美さん 杭瀬福成園の濱崎一也さんのお母様 

こころよりご冥福をお祈りいたします  


